
 
 

これまで「自ら評価」の候補となった案件の対応状況（評価・対応済みのもの以外） 

１．「自ら評価」対象案件として食品健康影響評価の審議を行っているもの 
選定年度 選定案件名 状    況 
19 年度 「食品及び器具・容器包装中の鉛」に関

する食品健康影響評価 
平成 20 年５月に化学物質・汚染物質専門調査会に鉛ワーキンググループを設置し、これ

までに 10 回の調査審議を行っている。 
同ワーキンググループにおいては、有害影響を及ぼさない血中鉛濃度をハイリスクグルー

プ（胎児、小児、妊婦、授乳する女性及び妊娠可能な年齢層の女性）で４μg/dL、ハイリス

クグループを除く成人で 10 μg/dL に設定することとされ、平成 24 年 3 月に化学物質・汚

染物質専門調査会幹事会に一次報告があった。その際、今後、血中鉛濃度から摂取量への変

換に関して新たな知見が蓄積された場合には、耐容摂取量の設定を検討することとなった。 
その後の専門調査会等の見直しに伴い鉛ワーキンググループは廃止されたが、食品安全確

保総合調査等により一次報告以降も新たな知見を収集してきたところであり、当該知見も踏

まえ、平成 31 年 4 月に鉛ワーキンググループを新たに設置し、審議を開始した。 

27 年度 「アレルギー物質を含む食品」に関す

る食品健康影響評価 
平成 29 年 10 月にアレルゲンを含む食品に関するワーキンググループを設置し、食品安

全確保総合調査で収集・整理した科学的知見を活用し、審議を行っている。 

 

２．その他（「自ら評価」対象案件ではないが、情報収集・発信等を行うこととしたもの） 

（１）リスクプロファイルの作成を進めているもの 
選定年度 案件名 状    況 
30 年度 「アニサキス」 

 
※審議の結果、リスクプロファイルの

作成を行うこととなったもの 

リスクプロファイルの作成に向け、微生物・ウイルス専門調査会で審議中。 
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（２）ファクトシートの作成・更新を進めているもの 
選定年度 案件名 状    況 
30 年度 「ヒスタミン」 

 
※審議の結果、積極的な情報収集及び

情報提供を行うこととなったもの 

情報収集と既存のファクトシートの更新のため、食品安全確保総合調査にて調査を実施中。 

「ダイオキシン」 
 
※審議の結果、情報提供を行うことと

なったもの 

情報収集とファクトシートの作成のため、食品安全確保総合調査にて調査を実施中。 

 


